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平
成
26
年
度

　
　
　
　

決
算
の
概
要

一
般
会
計
決
算
の
審
査
か
ら

問　

平
成
26
年
度
の
決
算
の

特
徴
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

答　

歳
入
は
２
３
５
億
４
７

０
０
万
円
で
前
年
度
比
１
・

８
％
増
、
歳
出
は
２
２
４
億

２
５
０
０
万
円
で
１
・
９
％

増
。
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ

き
財
源
を
除
い
た
実
質
収
支

は
11
億
１
７
０
０
万
円
、
単

年
度
収
支
４
１
３
万
円
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
実
質
収
支

比
率
は
９
・
８
％
で
、
26
市

平
均
の
実
質
収
支
額
は
15
億

６
６
０
０
万
円
で
多
い
方
か

ら
15
番
目
、
率
で
は
２
番
目

と
な
っ
た
。
実
質
収
支
額
が

前
年
度
よ
り
増
加
し
た
要
因

は
、
歳
入
の
収
納
対
策
強
化

の
継
続
や
新
た
な
自
主
財
源

の
確
保
、
歳
出
で
は
、
効
率

的
な
予
算
執
行
を
行
っ
た
こ

と
に
よ
る
。

問　

平
成
26
年
度
の
市
民
税

　

今
回
の
定
例
会
に
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
決
算
及
び
４
つ

の
特
別
会
計
決
算
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
に
お
い
て
17
名
で
構

成
す
る
決
算
審
査
特
別
委
員
会
を
設
置
し
付
託
・
審
査
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
特
別
会
計
決
算
に
つ
い
て
は
、
建
設
環
境
委
員
会
、

市
民
厚
生
委
員
会
に
付
託
・
審
査
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案
の
と

お
り
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

の
課
税
の
取
り
組
み
状
況
と
、

傾
向
の
分
析
は
。

答　

平
成
23
年
度
か
ら
給
与

特
別
徴
収
推
進
に
取
り
組
み
、

22
年
度
と
26
年
度
の
比
較
で

は
、
普
通
徴
収
４
０
３
３
人

減
、
給
与
特
別
徴
収
５
１
０

８
人
増
と
な
っ
た
。
普
通
徴

収
の
給
与
収
入
の
方
が
、
給

与
特
別
徴
収
に
移
行
し
た
と

見
て
い
る
。
平
成
23
年
度
以

降
は
、
普
通
徴
収
９
千
人
前

後
、
給
与
特
別
徴
収
２
万
人

前
後
と
い
う
状
況
が
続
い
て

い
る
。
今
後
、
都
や
近
隣
県

に
よ
る
特
別
徴
収
の
一
斉
指

定
が
行
わ
れ
る
こ
と
で
、
さ

ら
な
る
推
進
を
期
待
し
て
い

る
反
面
、
景
気
動
向
の
影
響

が
あ
り
、
こ
の
傾
向
が
続
く

か
は
不
明
で
あ
る
。

問　

東
京
都
市
町
村
総
合
交

付
金
が
、
平
成
25
年
度
の
決

算
に
対
し
て
３
・
６
％
、
４

１
７
３
万
２
千
円
ほ
ど
増
額

し
た
理
由
は
。

答　

東
京
都
市
町
村
総
合
交

付
金
の
平
成
26
年
度
当
初
予

算
は
、
平
成
25
年
度
当
初
予

算
と
比
較
す
る
と
１
・
７
％

の
増
で
市
町
村
へ
交
付
す
る

原
資
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と

が
あ
げ
ら
れ
る
。
ま
た
、
市

の
厳
し
い
財
政
状
況
や
収
納

努
力
、
歳
出
削
減
な
ど
が
考

慮
さ
れ
算
定
さ
れ
た
結
果
と

し
て
増
額
と
な
っ
た
。

問　

再
任
用
職
員
の
配
置
と

業
務
内
容
は
。

答　

平
成
27
年
３
月
31
日
現

在
34
名
で
、
内
訳
は
短
時
間

再
任
用
職
員
32
名
、
フ
ル
タ

イ
ム
再
任
用
職
員
２
名
で
、

事
務
職
31
名
、
技
能
労
務
職

３
名
。
事
務
職
で
は
、
部
長

で
退
職
し
た
職
員
は
参
与
と

し
て
退
職
時
の
部
に
配
属
。

課
長
以
下
で
退
職
し
た
職
員

は
、
意
向
調
査
を
行
い
、
希

望
を
考
慮
し
て
配
属
先
を
決

め
て
い
る
。

問　

平
成
26
年
度
に
整
備
し

た
固
定
資
産
台
帳
で
の
価
格

評
価
は
。

答　

固
定
資
産
の
評
価
方
法

は
資
産
の
取
得
年
度
に
よ
り

分
か
れ
て
お
り
、
昭
和
60
年

度
以
降
の
も
の
は
取
得
原
価

で
評
価
し
て
い
る
。
ま
た
、

昭
和
59
年
度
以
前
の
も
の
に

つ
い
て
は
再
調
達
原
価
で
評

価
し
て
い
る
。

　

な
お
、
取
得
年
度
や
価
格

が
不
明
な
も
の
に
つ
い
て
は
、

原
則
、
再
調
達
原
価
で
評
価

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
、
い

ず
れ
も
総
務
省
の
統
一
的
な

基
準
に
基
づ
き
評
価
を
行
っ

て
い
る
。
固
定
資
産
の
評
価

額
は
、
土
地
、
建
物
、
工
作

物
、
備
品
、
図
書
の
合
計
で

約
４
３
３
６
億
９
千
万
円
で

あ
る
。

 

問　

審
議
会
委
員
の
構
成
と

会
議
の
内
容
は
。

答　

学
識
経
験
者
が
大
学
教

授
１
名
、
保
育
関
係
者
が
福

生
市
保
育
協
議
会
よ
り
１
名
、

教
育
関
係
者
が
福
生
市
私
立

幼
稚
園
連
合
会
と
福
生
市
公

立
小
学
校
長
会
の
各
１
名
、

関
係
行
政
機
関
職
員
が
西
多

摩
保
健
所
と
立
川
児
童
相
談

所
の
各
１
名
、
事
業
主
の
代

表
者
が
民
間
企
業
よ
り
１
名
、

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業

の
従
事
者
が
福
生
市
社
会
福

祉
協
議
会
と
児
童
館
指
定
管

理
者
の
各
１
名
、
幼
稚
園
と

保
育
園
及
び
学
童
ク
ラ
ブ
へ

通
う
児
童
の
保
護
者
各
１
名
、

公
募
２
名
の
計
14
名
で
、
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
策
定
に
係
る
審
議
と
答
申
、

平
成
27
年
４
月
か
ら
の
保
育

料
設
定
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

問　

平
成
26
年
４
月
か
ら
路

上
禁
煙
区
域
が
指
定
さ
れ
た

が
、
マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
指
導
員

に
よ
る
取
り
組
み
状
況
は
。

答　

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
指
導
員

に
は
、
ポ
イ
捨
て
等
の
防
止

及
び
収
集
や
指
導
、
啓
発
活

動
も
お
願
い
し
て
お
り
、
福

生
駅
を
中
心
に
チ
ラ
シ
や
ポ

ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
、

環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
や
産

業
祭
で
チ
ラ
シ
等
を
配
布
し
、

条
例
の
周
知
に
努
め
て
い
る
。

昨
年
度
の
配
布
回
数
は
11
回
。

平
成
27
年
２
月
か
ら
は
、
定

期
的
に
毎
週
金
曜
日
の
１
時

間
、
福
生
駅
で
ポ
ケ
ッ
ト

テ
ィ
ッ
シ
ュ
の
配
布
等
、
指

導
員
の
周
知
活
動
を
行
っ
て

い
る
が
、
ポ
イ
捨
て
が
悪
化

の
傾
向
に
あ
る
箇
所
に
つ
い

て
は
、
臨
機
応
変
に
指
導
員

の
配
置
を
考
え
た
。

問　

昭
島
市
と
の
負
担
割
合

と
市
が
負
担
す
る
９
５
２
万

５
６
６
３
円
の
内
訳
は
。

答　

管
理
費
の
主
な
内
訳
は
、

消
耗
品
、
電
気
料
金
、
上
下

水
道
料
金
、
清
掃
や
昇
降
機

保
守
に
係
る
委
託
料
、
修
繕

料
、
建
物
の
損
害
保
険
料
等

で
計
３
３
２
２
万
４
２
８
５

円
で
あ
る
。
管
理
費
か
ら
広

告
収
入
を
差
し
引
き
そ
の

６
・
５
％
を
事
務
費
と
し
、

計
上
し
た
管
理
経
費
合
計
は

３
１
７
５
万
２
２
１
２
円
で

あ
り
、
そ
の
30
％
分
の
９
５

２
万
５
６
６
３
円
を
市
が
負

担
し
た
。
な
お
、
負
担
割
合

は
、
橋
上
駅
舎
を
含
め
た
拝

島
駅
の
建
物
面
積
の
約
30
％

が
福
生
市
域
内
に
あ
る
こ
と

か
ら
、
30
％
と
な
っ
て
い
る
。

問　

平
成
26
年
度
中
に
、
中

央
体
育
館
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

化
に
つ
い
て
検
討
し
た
の
か
。

答　

中
央
体
育
館
は
利
用
者
、

利
用
団
体
と
も
年
々
増
加
し
、

平
成
18
年
度
に
は
耐
震
工
事

も
終
え
、
安
心
し
て
ご
利
用

い
た
だ
い
て
い
る
。
し
か
し
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
対
策
が
未
整
備
で
現

在
も
検
証
中
で
あ
る
。
な
お

26
年
度
は
、
階
段
の
手
す
り

が
老
朽
化
に
よ
り
破
損
し
た

こ
と
に
伴
い
修
繕
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
熊
川
地
域
体
育
館
、

福
生
地
域
体
育
館
に
つ
い
て

は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
済

み
で
、
障
害
の
あ
る
方
の
運

動
会
な
ど
、
目
的
、
用
途
に

合
わ
せ
て
ご
利
用
い
た
だ
い

て
い
る
。

▲平成26年度一般会計決算を起立多数で認定

決
算
の
特
徴
は

固
定
資
産
台
帳
整
備
に
つ
い
て
は

市
民
税
課
税
の
取
り
組
み
状
況

と
傾
向
の
分
析
は

東
京
都
市
町
村

総
合
交
付
金
の
増
の
理
由
は

子
ど
も
子
育
て
審
議
会
の

　
　
　
　

構
成
と
内
容
は

美
し
い
ま
ち
づ
く
り
条
例

啓
発
の
取
り
組
み
状
況
は

拝
島
駅
自
由
通
路

管
理
費
負
担
金
に
つ
い
て
は

中
央
体
育
館
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
検
討
は

平成 26 年度　各会計別決算額

総 合 計

歳入決算額 歳出決算額 残額（翌年度繰越額）
一 般 会 計
会 計 区 分

特
別
会
計

72 億 72 万 6,562 円
36 億 8,632 万 405 円
11 億 534 万 53 円

17 億 7,277 万 9,928 円
373 億 1,169 万 2,605 円

国民健康保険特別会計
介 護 保 険 特 別 会 計
後期高齢者医療特別会計
下 水 道 事 業 会 計

235 億 4,652 万 5,657 円
68 億 6,477 万 7,248 円
35 億 4,754 万 1,956 円
10 億 7,688 万 5,679 円
16 億 7,960 万 5,654 円
355 億 9,334 万 8,014 円

224 億 2,453 万 7,477 円
3億3,594万9,314円
1億3,877万8,449円
2,845万4,374円
9,317万4,274円

17億1,834万4,591円

11億2,198万8,180円

平成 26 年度　一般会計決算の款別内訳 （）内の数字は合計に占める割合

平成 26年度 平成 25年度

市　　　税

国庫支出金

都 支 出 金

地方交付税

基地交付金

繰　越　金

地方消費税交付金

繰　入　金

市　　　債

使用料及び手数料

そ　の　他

民　生　費

教　育　費

総　務　費

衛　生　費

土　木　費

公　債　費

諸 支 出 金

消　防　費

議　会　費

商　工　費

そ　の　他

80億4,860万円（34.2％）

41億460万円（17.5％）

33億1,665万円（14.1％）

24億923万円（10.2％）

16億921万円（6.8％）

4億円（1.7％）

6億3,325万円（2.7％）

7億4,780万円（3.2％）

3億8,217万円（1.6％）

7億8,197万円（3.3％）

106億463万円（47.3％）

21億9,508万円（9.8％）

25億9,105万円（11.6％）

21億2,981万円（9.4％）

14億1,521万円（6.3％）

10億1,322万円（4.5％）

10億685万円（4.5％）

3億578万円（1.4％）

9億1,867万円（4.1％）

1億8,218万円（0.8％）

6,205万円（0.3％）

歳　入 歳　出

地方譲与税
利子割交付金
配当割交付金
株式等譲渡所得割交付金
自動車取得税交付金
地方特例交付金
交通安全対策特別交付金
分担金及び負担金
財産収入
寄附金
諸収入

国有提供施設等
所在市町村
助成交付金等

労働費
農林水産業費

11億1,304万円（4.7％）

歳入合計　235 億 4,652 万円 歳出合計　224 億 2,453 万円

再
任
用
職
員
の

　
　

配
置
、
業
務
内
容
は


